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11 月 17 日(火)栃木県 PTA 連合会主催の「子育てセミナー２０１５」が、栃木県教育
会館で開催されました。今回の講師は、花まる学習会代表の高濱正伸先生でした。「母親
だからできること」～子育ての落とし穴～というテーマで、多くの母親との関わりから
学んだ子育ての極意(と私は感じました)について熱心に講演していただきました。会場
の参加者が大いに笑い、共感し、元気をもらいました。皆様に是非伝えたい内容でした。

【ようこそ「那須高原小フェスティバル」へ！ 11月 14日(土)】
総勢２００人以上の参加者が、那須高原小学校の体育館に一堂に会し、農園の収穫祭としての昼食会と

各学年の発表を参観しました。町の音楽発表会で発表した合唱曲「星の大地に」も披露しました。子ども
たちは、たくさんの参観者の盛大な拍手を受け、緊張しながらも自信に満ちた顔ばかりでした。御家庭で
も、どうぞ話題にしてたくさん褒めてあげてください。昼食の五目おこわも大好評でした。PTA 役員の
皆様には、前日の準備から当日まで大変お世話になりました。来賓の皆様、ありがとうございました。

《左：1年「手話の歌・かぞくへの手紙発表」 右：2年｢19ひきのねことあほうどり｣ 》
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《左：5年「言葉遊びﾊﾞﾄﾙ」右：6年｢語り部｣ 》
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【五目おこわと芋汁で収穫祭～来賓の方もみんな一緒に～】

［司会:6年

梅澤羊さん］

【5年生 米作りの学習：稲刈りから「プレミアム米」ができるまで】
5年生は、田植えや稲刈りを 4年生と一緒に行いましたが、その後の行程を体験学習しました。
那須高原小フェスティバルでは、自分たちで作った餅米を「5 年生のプレミアム米」として売りま

した。商品にするまでの苦労や工夫から、物の大切さ、お金の価値など、多くのことを学びました。

→ →

籾から玄米へ､そして精米｡口で籾殻を飛ばしたりしていましたが､試行錯
誤の末､精米は家庭用精米機を使いました｡大きな達成感を得ました。

【社会科見学】
《３年：お菓子の城・ダイユー那須高原店へ》 《４年：那須野が原博物館・那須そ水取水口へ》
［ダイユー那須高原店］３年 豊橋慶多

マイナス25度のれいぞうこなんて見た

ことがありませんでした。バーコードは

重さによってねだんが高くなるというこ

ともはじめて知りました。とてもべんき

ょうに

なりま

した。

［お菓子の城］

３年 大森陽向

｢ごようていの月｣とい ［那須野が原博物館］ ４年 室井 楓花

うおかしを作っていると 先日は水運びなどの体験をさせていただき、ありがとう

ころを見せてもらいまし ございます。昔の人は、川がとても少ないので遠い所から

た。感動しました。あり 水をくんできて、重い水をもって４kmも歩いて大変だなと

がとうございました。 思いました。これからも、水を大切にしようと思いました。

《４・５年：ペットボトルロケット作り－理科－
10 月 29 日)(木)》

地域コーディネーターの大岡久美さんにお世話にな
り、学習支援ボランティアとして生涯学習課の渡邊明
彦先生を講師にお迎えしました。理科の授業でペット
ボトルロケットを作り、校庭で打ち上げました。はじ
めての体験に、みんな大興奮でした。




